
二次評価結果

　評価できる取組

・次期公共交通計画の策定に向け、小学校区別ワークショップの開催や町民アンケート、公共交通利用者アン
ケート等を計画どおり実施するとともに、あわせて現行計画の評価・検証を行っていることが確認できました。
・パサディナ区ボランティア輸送や中学校スクールバスの一部混乗化（高校生も利用可とする）など、既存の人的
資源や交通資源の有効活用を目指した一連の先進的な取組を評価します。

　期待する取組

・民間バス路線の退出の申し出など函南町を取り巻く公共交通は大きな局面を迎えているため、協議会の開催頻
度も含め、公共交通ネットワークの確保維持に向けた積極的な取組を期待します。
・次期地域公共交通計画の策定にあたっては、現行計画の評価・検証をより詳細に行うとともに、現在実施中の公
共交通に関するアンケート調査や各種実証運行（函南町拠点循環バス、桑原区・奴田場区デマンド型乗合タク
シー）の結果等を踏まえ、立地適正化計画とも連動した将来的な公共交通の構成やその確保維持を目指した計
画が策定されることを期待します。
・近年、運転士不足を背景とするバス路線の退出が相次いでいることから、持続可能な地域公共交通の実現を図
るため、行政が主体となった運転士確保対策が行われることを期待します。なお、対策にあたっては、移住・定住
や観光振興等、様々な部局と連携して取組を推進されることを期待します。
・バスだけで考えるのではなく、鉄道駅の乗降者数が増えれば駅に向かうためにバスの利用も増えるといった公共
交通全体で利用者の増加を目指す取組の検討・実施に期待します。
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